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１ 活動の流れと「政治的教養を育む学びのプロセス」との関係 

活 動 の 流 れ ポイントになる学びのプロセス 

議題の収集 

・代表委員会の議題については、各学級から出された諸問題や各委 

 員会の中で、代表委員会にかかわる内容の中から集めます。 

・議題箱等を用意して、議題を収集することも考えられます。 

議題の決定と原案の作成 

・児童会計画委員会(運営委員会)は、議題の決定、原案の作成を行 

 います。 

・議題は、限られた時間の中で話し合いを進めるため、焦点化しま 

 す。例）「意欲的にあいさつすることができるようにする方法に 

 ついて」 

学級会等での話し合い 

・原案について各学級等で話し合いをし、学級での意見をまとめま  

 す。「朝のあいさつ運動」「ポスター作り」等 

※話し合いの時間は特別活動の学級活動として取り扱いますが、議 

 題によって 1単位時間の必要がないものは、朝の会や帰りの会等 

 の活用も考えられます。 

代表委員会での話し合い 

・児童会計画委員会(運営委員会)が司会、黒板書記、ノート書記等  

 を務め、各学級からの意見や考えを尊重しながら、話し合いを進 

 行する。 

・話し合いについて、良かった点を相互に発表したり振り返りカー 

 ド等に記入したりする機会をもちましょう。 

話し合いの結果報告 

・各学級の代表委員は、代表委員会での話し合いの様子や結果につ 

 いて、各学級で報告します。 

・代表委員会だよりの発行や児童朝会、校内放送の時間等を利用し 

 て、代表委員会で話し合われたことを全校に報告することも考え 

 られます。 

 

 

 

 

自発的、自治的活動のため

の組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に社会参画する態度

の育成 

 

 

８-４  小学校 高学年特別活動（児童会活動）  指導事例 

     「代表委員会のあり方を考えよう」 

【目標】 

 児童会活動をとおして、望ましい人間関係を形成し、集団の一員としてよりよい学校生活づくりに参画し、協力し  

 て諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度を育てる。 

【目指す子どもの姿】 

 自分たちの学校生活をよりよいものにするために、自治的、自発的に学校生活の諸問題について 

 話し合い、解決を図っていく姿 
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自発的、自治的に代表委員会を行うための組織の工夫をしましょう。 

 

２  政治的教養を育むためのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

    

   

 

 

 

 

  

 

 

 

代表委員会は、高学年(及び中学年)を中心とした、各学級の代表(代表委員)、各委員会の代

表、児童会計画委員(運営委員)によって組織します。また、必要に応じて各クラブの代表や低学

年の学級担任等の参加も考えられます。 学校規模等の実情に応じて編成する必要があります。 

学級の代表(代表委員)は、「学校を盛り上げていきたい」、「学校をよりよくしたい」という

意思を尊重するとともに、できるだけ多くの児童が参加、経験できるよう例えば、学期ごとに交

代するなど、配慮が必要です。 

また、代表委員会を運営する児童会計画委員(運営委員)は、代表委員会を構成している学級代

表、各委員会代表の中から互選で選出し、適宜交代しながら、司会やノート書記、黒板書記など

の役割を経験できるようにします。教職員は、代表の児童がリーダーとして学校をよりよく、よ

り元気にしている等の実感をもてるよう、支援することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント１ 

児童によりよい学校生活づくりへの参画意識をもたせるための工夫をしま

しょう。 

 

 

 

 

代表委員会は指導計画に基づいて、教職員の適切な指導のもとで行われるものですが、取り

上げる議題については、学校生活の充実と向上を目指した児童の自発的、自治的な活動が尊重

されなければなりません。「全校の児童にとって、切実な問題となっているもの」「学校生活

上の共同の問題」「児童の自治的な活動の範囲内で創意工夫の余地をもつもの」等がその条件

として考えられます。 

「学校全体へ提案することによって、問題の解決ができた」「みんなで話し合うことによっ

て生活をよりよく向上することができた」「決めたことを実行することで、学校生活がより楽

しくなった」といった、自分たちで成し遂げた手応えを積み重ねることが大切です。そのこと

が、自発的、自治的な活動への意欲を高め、児童自らが解決しようとする意欲や態度を育てる

ことにつながり、代表委員会の価値を高め、各学級会での話し合いも充実していくといった好

循環を生み出します。 

児童がよりよい学校生活づくりに参画しようとする態度を身に付けることは、よりよい地域

づくりに参画しようとする態度に直接つながっていくものです。「学校をよりよくしたい」

「学校を元気にしたい」といった学校づくりへの参画意識を高められるよう、教職員は意識づ

けを折に触れて工夫していくことが大切です。 

 

ポイント２ 


